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２００９年１月１７日（本号両面仕立）作成責任及び文責　古畑　等





合宿時に開催された団員総会について


別紙プリント出ています。重要な確認事項が記載されていますので受取、また保存かたお願いします。例・出席率・団費値上げ（指導者謝礼増額の為）など。


次年度の強化合宿について


　期日　５月２３日（土）～２４日　　場所　紀伊見荘


嬉しいおしらせ（新メンバー）


　Ａに吉田栄美子さんが２０日入団されました。中学校時代からの合唱経験者でたのもしい仲間です。


東京混声関連の連絡（本年秋の東混演奏会に関しての本団の関わり方）


　前回の合同演奏曲「鯨と蜜蜂・・」については、２０日練習参加者の声としては「しんどかった。きつかったが、結果としてよかった」との声多数。今後貞松先生を中心に検討するとのことでした。





十二月二十日（土）の練習


「島よ」四十五頁まで仕上げ。


「しまよ～しまよ～しまよ～しまよ」のリズム取り。「し・し・し・し」とテンポにあわせてくちずさむ練習をしました。個人練習用ＣＤの合唱団は「しまよ～しまよ～しまよ～しまよ」の部分をゆっくりめに演奏しています。本団ではテンポに乗って歌わなくてはなりませんのでご注意を。


なお「島よ」全文を裏面に掲載しました。


　本年最後の練習なので、他には「歌声を世界に」「その人がうたうとき」「宮崎アニメ」「椰子の実」を通し練習しました。





Ａ　池内サチ子さん「神戸市役所センター合唱団４５周年記念演奏会を聴いて」


これまで多くの楽曲を手がけられた池辺晋一郎先生作曲、混声合唱曲集「いのちとこころと・・・―金子みすゞの詩による７つのうた―」の初演を聴いてきました。私が２０年程前、本屋さんで偶然手にした本が金子みすゞの詩でした。


その詩は、普段私たちがつい見過ごしてしまうような事を取り上げて、素朴で細やかなやさしい心が、その詩から自然と伝わってくるように感じました。それから後に金子みすゞの生涯をテレビで見る機会があり、彼女の悲しく短い人生とその澄んだ詩とのギャップに驚きました。それから数十年後の最近になって、日本の叙情曲などを歌っていましたら、ふと金子みすゞの詩が浮かんできます。そしてだんだんとみすゞの混声合唱曲を聴きたいなという思いが膨らんでいました。


そんな時に、今回の４５周年記念演奏会のお知らせのチラシをいただき、演奏会を聴くことが出来ました。池辺先生がミニトークで、「詩に沿って普通に、普通にと曲を造りました。」と話されていました。みすゞの素朴で優しい心の詩と、池辺先生の普通性を高められた旋律とが会場いっぱいに広がり、世俗の出来事で汚れ、疲れた私の心を柔らかく優しくほぐしてくれるかのようでした。その中の「積もった雪」では、詩と音楽が混ざり合って、みすゞ自身の生きる辛さの叫び声のように、私の心に届き涙がこぼれ落ちました。上の雪は世間の冷たさを、中の雪は自身の身の上の重さ辛さを、下の雪はみすゞの心の寂しさを感じさせずにはいられませんでした。久方ぶりに澄んだ心を取り戻せたような一日でした。


追記：みすゞの詩を探し続けて埋もれていた遺稿を見つけ「金子みすゞ全集」を世に出し、今も金子みすゞの甦りを多くの人に伝えていらっしゃる矢崎節夫先生が来られていて、みすゞのお話をして下さいました。この先生の澄んだよく通るお声と丁寧にやさしく語られる解説が、みすゞの詩の持つ清らかで澄んだ世界を、より印象づけるものでした。みすゞの娘さんのふさえ様が、ステージでのご挨拶で「今生きていて本当に良かったと思います。」と言われたお言葉が今も心に残っています。ふさえ様のお姿を拝見して「みすゞさん本当に良かったですね」と声をかけたい気持ちになりました。いつの日か池辺先生の指揮で「いのちとこころと・・・」を歌いたいなあとひそかに夢見ています。　　　　　（スペースの関係等で原文を一部修正して掲載しました。シャンテ担当者）





Ａ　松村　美紀さん


　実は楽譜はほとんど読めません。以前、柏原市少年少女合唱団に入っていた事があり、歌うことは大好きでしたが、数十年ぶりにこのような合唱の機会を与えていただき、とても楽しく思っています。とんだばやし混声合唱団には岡野さんのご紹介で入団することになり、とても感謝しています。


　他の方より歌を覚えるのに時間がかかると思いますので、なるべく休まず練習に参加しようと思っていますので、よろしくお願いします。





島よ（伊藤海彦）　《パートによっては、詩の一部が曲付けされていませんので、長文ですが全詩を読んでおいたらと思います。》





島よ　碧い日々に　とりまかれているものよ　時の波に　洗われているものよ　


翼もなく　鰭もなく　涯てしなさにうづくまるもの


距てられ　ただひとり　耐えているもの　憧れと　虚しさ　あまたの眼にみつめられているものよ


島よ





まぶしさに　吹かれながら　島は夢みる　波の言葉に誘われて　いつか漂うことを


見すてられた沈黙　その悲しみを断ちきって　ある日ふと　魚のように　漂うことを


かすかに煙る　明日　沖の彼方の煙る明日


ああ　だが　どこに行けるというのだろう　　


遠い昔からそうだったように　島は　さだめられたひとりを生きる


なぜ　なぜ　なぜ　その孤独から　空にむかって問いかける　樹々の緑


なぜ　なぜ　なぜ　白く泡だつ　声をめぐらし　島はひっそりと重くなる　忘れられた木の実のように





降りしきる雨の中で　島よ　おまえは傷ついたけもの　はてしない　波だつ荒野の　罠に落ちた小さなけもの


枝をしなわせ　葉むらをうち　泥をこね　突き崩し　押し返す　雨、　雨、　雨


ああ　空と海との　まざりあうこの狂気


とめどなく島を噛み　島を裂く暗い力　そしてまた島は失う　数知れぬ昼と夜　


そがれ　けづられ　いくたびも失いつづけたものを　岩と土　夢と砂とを


雨は降り　風まじり、雨はつのり　島は確かめる　ひとときごとに失われる自分を　


島は濡れ　島は沈む　島であることのいらだち　島でしかないことの　悲しみの中に





波の果て　陽が落ちるとき　赫々と身を染めて　島はおもう　遠い昔　炎だったことを　


熱く溶けた　叫びだったことを


落日を身に浴びて　島はきく　わきたつ海の　その底をゆるがすひびき　島はきく　忘れていた　はるかな生命　母なるマグマの　ひとつの声を　　


ああ　溢れ　こみあげ　ほとばしるマグマ　焼けただれ　とび散る溶岩　灰と煙と　にえたぎる海


かけのぼり　走り　空をひきさき　かぎりなく　落ちて　落ちて　落ちつづける　灼熱の雪崩





菫、紫、薄墨色　　空は変わり　風はひそみ　夜へと傾く時のなかで　島はあたらしくなる


呼びさまされた声を孕み


島は鮮やかに　生きはじめる　　島は感じる　深い夜のむこうから　やってくるものの気配を


長い旅から　かえってくる風を


たえずあの　青空の告げていたもの　おそろしいまでの優しさ　ときあかせぬ大気のほほえみ　


島は　感じる　やってくるものの気配を　見知らぬ一日が　吐息のようにひろがるのを　　


島よ　のがれようもなくひとりでいるものよ　心のなか　虚ろなお海に


浮かんでいるものよ　日ごと夜ごと　その身をそがれ　なお遠い　火のしるしを守りつづけているものよ　　





島よ　おまえは　私ではないのか　


散り散りの　人という名の　はかない島　　私ではないのか　　島よ





シャンテ担当者古畑　等からのお願い　　　　　　　　１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ


団関係者の皆様、経歴・役割のいかんにかかわらず、投稿をお願い申し上げます。


なお、上記メールへのアクセスにあたり、投稿者のメールアドレスについては守秘義務を保ち、また原稿は本団会報への転載以外の目的には流用しないことをお約束申し上げます。また、投稿くださった皆様には厚く御礼申し上げます。





富田林市少年少女合唱団


第３７回コンサート　


１月１８日（日）１３時３０分　すばるホール


入場無料。ミュージカル有り！





○太田雅音と仲間たちコンサート


２月　８日（日）１４時　堺市立栂文化ホール


○はしもとシルバーコーラス


２月２２日（日）１３時　橋本市民会館大ホール








こんにちは２００９年：新年あけましておめでとうございます。１月１０日に本年第１回目の練習をしましたが、改めて新年のご挨拶を申し上げます。冬休み中は貞松先生ご一家は「響さん」を囲んでの欧州滞在。また「響さんご出演の魔笛」鑑賞とのこと。「響さん」のますますのご活躍とご発展を祈念したします。


本団の今年はいよいよ７月１９日に定期演奏会。さらにまた秋には「東京混声」すばるホール来演。山田和樹先生の指揮が見られますね。誠に楽しみな一年が始まりました。


　さて、昨年１２月２０日（土）の２００８年最終練習日、ピアニスト井関先生・VT竹岸先生、そして貞松先生から一年間をふりかえってのご挨拶をいただきました。とりわけ貞松先生は「本団の音楽がとぎすまされた一年であり、自分も成長した年でした。」と締めくくられました。先生が「とぎすまされた」と表現されたのは、まず一つには、各パート毎の音色がそろってきたのではないかと思います。もう一点はリズム感覚でしょう。テンポとリズムの刻みが指揮者の棒によって全員ぴたりと一致していなくては、はぎれの悪い音楽になるわけです。これはやはり東京混声との合同演奏・コンマス山田茂先生のご指導の賜物と感謝します。貞松先生は「成長があった」とも言われました。先生ご自身だけでなく、われわれ全員も成長して新年を迎えられたことを嬉しく思い、定期演奏会成功にむけて、またあらたな曲へのチャレンジをみなでがんばりましょう。











